
　
　
　
気
合
を
込
め
て

掛
け
声
と
と
も
に
円
陣
が
解
か
れ
、選
手
た
ち
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
持
ち
場
に
散
っ
て

い
く
。
応
援
席
で
も
円
陣
を
組
ん
で
気
合
を
入
れ
、
応
援
合
戦
が
は
じ
ま
る
。「
フ

レ
ー
、
フ
レ
ー
、・
・
・
」
観
客
か
ら
も
、「
頑
張
れ
！
」
の
声
援
が
飛
ぶ
。

円
陣
は
チ
ー
ム
の
士
気
を
高
め
、
選
手
や
団
員
の
結
束
力
を
引
き
締
め
る
た
め
に

行
わ
れ
る
。
一
般
的
に
は
「
行
く
ぞ
！
」、「
オ
ー
」
と
か
「
ヤ
ー
」
ら
し
い
。
夏

の
甲
子
園
で
活
躍
し
た
富
山
第
一
高
校
野
球
部
は
ど
う
な
の
か
、気
に
な
っ
て
電
話
し

て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
絶
対
勝
つ
ぞ
！
」、「
オ
ー
」
だ
そ
う
だ
。

運
動
系
に
限
ら
ず
音
楽
系
で
も
円
陣
は
珍
し
く
な
い
。
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ「
Ａ
Ｋ

Ｂ
48
」
の
円
陣
で
は
、「
い
つ
も
感
謝
、
冷
静
、
丁
寧
、
正
確
に
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
！
」
だ

と
か
。
ち
ょっ
と
長
い
が
、
掛
け
声
の
中
に
守
る
べ
き
覚
悟
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら

れ
る
。
フ
ァ
ン
を
満
足
さ
せ
る
舞
台
を
作
っ
て
い
こ
う
と
二
十
数
人
の
少
女
た
ち
が
気

持
ち
を
一
つ
に
声
を
掛
け
合
う
。
そ
ん
な
謙
虚
さ
と
ひ
た
む
き
さ
が
高
い
人
気
の
理

由
な
の
だ
ろ
う
。

円
陣
は
、
戦
場
で
円
形
に
肩
を
組
み
合
わ
せ
、
戦
術
の
確
認
や
伝
達
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
選
手
た
ち
の
戦
場
で
あ
る
。

文
芸
同
人
誌
「
檸
檬
」
同
人　
山
本　
栧せ
つ

子こ
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暮
ら
し
の
な
か
で
無
理
の
な
い
方
法
で
毎
日
の
活

動
量
を
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
ロ
コ
チ
ェッ
ク
を
し
よ
う

ロ
コ
チェッ
ク
は
、
自
分
が
ロ
コ
モ
か
ど
う
か
気
づ

い
て
も
ら
う
た
め
に
学
会
が
広
め
て
い
る
も
の
で

す
。
よ
り
早
い
段
階
で
機
能
の
低
下
に
気
が
つ
け

ば
、生
活
習
慣
の
見
直
し
な
ど
で
効
果
的
な
ロ
コ
モ

予
防
が
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
日
頃
か
ら
7
つ
の「
ロ
コ

チェッ
ク
」
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
年
齢
に
関

わ
ら
ず
、一
つ
で
も
該
当
す
る
項
目
が
あ
っ
た
り
、

体
力
の
衰
え
や
思
い
当
た
る
習
慣
や
症
状
が
あ
る

場
合
に
は
、ご
自
身
の
生
活
を
見
直
し
、さ
っ
そ
く

予
防
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

は
じ
め
よ
う 

ロ
コ
モ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

五
省
会
グ
ル
ー
プ
で
は
、
各
施
設
の
医
師
、
診

療
ス
タ
ッ
フ
、患
者
さ
ん
や
利
用
者
さ
ん
、そ
し
て

ご
家
族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
予
防
と
治
療
の
観
点
か

ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
11
月

2
日
、
み
ど
り
苑
文
化
祭
に
お
い
て
、
西
能
病
院

市
村
和
徳
副
病
院
長
に
よ
る
ロ
コ
モ
予
防
に
関
す

る
講
演
会
と
ス
タ
ッ
フ
が
考
案
し
た
ロ
コ
モ
体
操

の
ご
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
誌
で

は
移
動
能
力
を
計
る
「
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
」
や
医

療
機
関
受
診
の
目
安
に
な
る
「
ロ
コ
モ
問
診
票
」

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

正
し
い
知
識
を
得
て
生
活
を
改
善
し
、
ロ
コ
モ

に
負
け
な
い
健
康
ラ
イ
フ
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

ロコトレ通信
みどり苑通所リハビリでロコモ体操

みどり苑では、デイ
ケアの利用者さんに、
楽しく、積極的にリハビ
リをしていただくため
に、午後のリハビリの準
備体操として、オリジナ
ルロコモ体操を考案中です。要介護の方々が座位でで
きるよう、介護福祉士、理学療法士、管理栄養士など
が工夫を重ねています。

みどり苑祭で紹介、広く普及していきます。
●伴奏は、富山県の歌 「ふるさとの空」
●体操前にフレッシュジュースを提供（5頁をご覧下さい）

第13回みどり苑祭のお知らせ
日時：平成 25 年 11 月 2 日（土）10：00 ～ 16：00
内容：13：00 ～講演 「ロコモチャレンジ！ スタート

～いつまでも自分の足で歩くために～」
講師　西能病院副院長　市村和徳医師

14：00 ～演芸　富山みずほ民謡会様

※�その他に作品展示、ロコモ体操実演、健康コーナー（骨密
度・血管年齢測定）、バザー、模擬店などあります。

（
参
考
：
公
益
社
団
法
人 

日
本
整
形
外
科
学
会 

発
行「
ロ
コ
モ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」）
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＜公式ロゴマーク＞

山田均院長

図1

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

現
在
、日

本
の
65
歳

以
上
の
高

齢
人
口
は

2
9
7
5

万
人
、
全

人
口
に
占

め
る
割
合
は
23
・
30
％
で
、
4
人
に
1
人
が
高
齢

者
と
い
う
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
平
均
寿
命

が
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、健
康
に
支
障
が
な
く
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
「
健
康
寿
命
」
は
男

性
が
70
・
42
歳
、
女
性
は
73
・
62
歳
で
、
男
性
は

9
年
、
女
性
で
は
12
年
程
度
、
平
均
寿
命
と
の

差
が
あ
り
ま
す
。こ
の
差
は
生
活
へ
の
支
援
や
介

護
を
必
要
と
す
る
期
間
と
な
り
、個
人
に
と
っ
て

も
社
会
に
と
っ
て
も
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
鍵
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
」
で
す
。

本
号
で
は
、
整
形
外
科
セ
ン
タ
ー
西
能
ク
リ

ニッ
ク・山
田
均
院
長
が
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
専
門
医
の
立
場

か
ら
解
説
い
た
し
ま
す
。

●
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
？

「
ロ
コ
モ
」と
は
、ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
運

動
器
症
候
群
）
の
略
称

で
、
骨
・
関
節
・
筋
肉
・

神
経
な
ど
身
体
を
動
か
す
た
め
の
器
官
＝
「
運
動

器
」
の
機
能
が
低
下
し
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ

と
、
ま
た
は
そ
の
リ
ス
ク
の
高
い
状
態
を
さ
し
ま

す
。現

在
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
は
450
万
人
に
達
し
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
転

倒
・
骨
折
が
10
・
2
％
、
関
節
疾
患
が
10
・
9
％

と
、
運
動
器
障
害
が
最
も
大
き
な
要
因
と
な
って

い
ま
す
（
図
1
参
照
）。
運
動
機
能
の
障
害
に
よ

る
自
立
度
の
低
下
や
寝
た
き
り
は
、
健
康
寿
命
の

最
大
の
敵
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

そ
こ
で
、日
本
整
形
外
科
学
会
は
2
0
0
7
年
、

日
本
の
将
来
を
み
す
え
て
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
概
念
を
提
唱
し
ま
し
た
。
生
活
者
、
社

会
、
医
療
の
3
つ
の
視
点
か
ら
「
ロ
コ
モ
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
」
を
宣
言
。
国
民
的
課
題
と
し
て
ロ
コ
モ
の

予
防
に
取
り
組
む
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

●
ど
う
し
て
ロ
コ
モ
に
な
る
の
？

運
動
器
は
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
て
働
い
て
お

り
、
ど
れ
ひ
と
つ
悪
く
て
も
身
体
は
う
ま
く
動
き

ま
せ
ん
。
健
康
な
状
態
か
ら
運
動
機
能
は
少
し
ず

つ
衰
え
て
い
き
、
生
活
習
慣
や
体
質
に
よって
病
態

が
進
行
し
ま
す
。
運
動
習
慣
の
不
足
、や
せ
過
ぎ

や
肥
満
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ケ
ガ
、
痛
み
や
だ
る
さ

の
放
置
な
ど
、
様
々
な
原
因
が
ロ
コ
モ
を
招
き
、
や

が
て
次
の
よ
う
な
疾
患
を
発
症
し
て
い
き
ま
す
。

●
運
動
器
疾
患
の
発
症

次
の
3
つ
の
症
状
は
高
齢
者
の
三
大
運
動
器
疾

患
と
い
わ
れ
、
ロ
コ
モ
の
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
症
状
が
現
れ
た
ら
、
放
置
せ
ず
、
速
や
か
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
適
切
に
対
処
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

〈
骨
粗
し
ょ
う
症
〉
骨
が
弱
く
な
り
、
背
中
が
丸

く
な
っ
た
り
、身
長
が
縮
ん
で
き
た
り
し
て
骨
折
し

や
す
く
な
る
。

〈
変
形
性
関
節
症
〉
関
節
軟
骨
が
す
り
減
り
、
膝

関
節
や
股
関
節
に
痛
み
を
生
じ
、
曲
げ
伸
ば
し
が

十
分
に
で
き
な
い
。

〈�

変
形
性
脊
椎
症
〉
椎
間
板
の
す
り
減
り
や
骨
の

変
形
か
ら
、
神
経
が
圧
迫
さ
れ
、
脚
の
痛
み
や
シ

ビ
レ
を
生
じ
る
。

●
若
い
う
ち
か
ら
の
運
動
と
栄
養
摂
取

現
代
の
暮
ら
し
は
非
常
に
便
利
に
な
っ
た
半

面
、
足
腰
や
筋
肉
を
使
う
場
面
が
減
って
お
り
、

こ
の
こ
と
が
事
態
を
深
刻
に
し
て
い
ま
す
。
一
般

に
機
能
の
低
下
は
20
～
30
代
か
ら
始
ま
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
って
日
々
の
生
活
習
慣
と
適

切
な
対
処
の
有
無
に
よ
って
、
運
動
機
能
を
保
持

で
き
る
期
間
は
大
き
く
異
な
って
き
ま
す
。いつ
ま

で
も
自
分
ら
し
く
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
若
い

う
ち
か
ら
適
度
の
運
動
と
栄
養
摂
取
を
心
掛
け
、

いつまでも自分の足で歩くために
五省会４施設で ロコモチャレンジ スタート
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成分表示を読み、値段を比較して食品を選ぶ
小学生

市販の飲料水に砂糖と塩を入れて、
ボトルを振り溶かして作ります

猛
暑
が
続
く
夏
期
も
、
子
ど
も
た

ち
は
暑
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
練
習
に
励

み
、試
合
に
挑
み
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
時
の

熱
中
症
対
策
や
水
分
補
給
、
補
食
な
ど

に
つ
い
て
、ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
の
立
場
か

ら
子
ど
も
た
ち
に
直
接
働
き
か
け
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
（
太
陽
ス
ポ
ー
ツ
後
援
）、

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

熱
中
症
対
策
は
何
を
し
た
ら
い
い
の
？

熱
中
症
と
は
暑
熱
障
害
の
総
称
で
、熱

失
神
、熱
疲
労
、熱
け
い
れ
ん
、熱
射
病
な

ど
の
症
状
が
あ
り
、
原
因
に
は
気
温
・
湿

度
・
風
速
・
輻
射
熱
（
直
射
日
光
な
ど
）

が
関
係
し
ま
す
。
同
じ
気
温
で
も
湿
度

が
高
い
と
危
険
性
が
高
く
な
り
、
運
動
が

強
い
ほ
ど
熱
の
発
生
も
多
く
な
り
ま
す
。

水
分
摂
取
だ
け
で
な
く
寝
不
足
や
欠
食

も
要
注
意
で
す
。

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
、
涼
し
い

ざ
い
パ
ン
、
バ
ナ
ナ
な
ど
と
牛
乳
や
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
を
と
り
ま
す
。
放
課
後
の
練
習
な

ど
は
油
っ
ぽ
い
も
の
は
控
え
、
練
習
ま
で
の

時
間
が
あ
ま
り
な
い
と
き
は
、
バ
ナ
ナ
や

カ
ス
テ
ラ
な
ど
の
固
形
物
、
ま
た
は
、エ
ネ

ル
ギ
ー
ゼ
リ
ー
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
水
分
か

ら
補
給
し
ま
す
。
練
習･

試
合
後
は
、

な
る
べ
く
30
分
以
内
に
糖
質
＋
た
ん
ぱ
く

質
＋
ミ
ネ
ラ
ル＋
ビ
タ
ミ
ン
を
含
む
食
品
を

と
り
、
回
復
を
図
り
ま
す
。
試
合
後
や

暑
い
時
期
は
食
欲
が
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
、ふ
だ
ん
か
ら
こ
れ
な
ら
食
べ
ら
れ
る
と

い
う
メ
ニュ
ー
を
知
って
お
く
こ
と
が
大
事

で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
を
上
手
に
利
用
し
よ
う

食
中
毒
な
ど
の
不
安
が
あ
る
暑
い
時

期
、
時
間
の
な
い
と
き
な
ど
、
コ
ン
ビ
ニ
は

便
利
で
す
。
パ
ン
な
ど
の
糖
質
に
お
か
ず

や
野
菜
を
プ
ラ
ス
し
て
、
牛
乳
・
乳
製
品
、

100
％
果
汁
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
買
い
ま

す
。
お
弁
当
で
は
、鮭
弁
や
幕
の
内
弁
当

が
お
勧
め
で
す
。
油
を
多
く
含
む
食
べ
物

は
練
習
前
は
N
G
、
練
習
後
で
次
の
日

小学生のための
スポーツ時の水分補給と

補食の選び方
Sainou Sports Healthcare Seminar Vol.05

２０１３年７月２０日開催

西能みなみ病院 管理栄養士

舘 川  美 貴 子

場
所
に
避
難
さ
せ
、
衣
服
を
緩
め
て
寝
か

せ
、
身
体
を
冷
や
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
な
ど
で
水
分
と
塩
分
を
補
給
し
ま
す
。

効
果
的
に
水
分
を
と
る
に
は

ス
ポ
ー
ツ
時
に
は
汗
と
し
て
身
体
か
ら

水
分
が
出
て
い
き
ま
す
が
、
同
時
に
ミ
ネ

ラ
ル
も
失
わ
れ
、
足
が
つ
る
、
気
持
ち
悪

く
な
る
な
ど
の
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。
早

め
の
水
分
・
塩
分
・
糖
質
の
補
給
に
よ
っ

て
、
体
温
が
上
が
る
の
を
防
ぎ
、
疲
れ
を

遅
ら
せ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
低
下
を
防
ぎ

ま
す
。

練
習
前
・
中
・
後
に
適
し
た
飲
料
を
選

ぶ
こ
と
で
動
き
や
回
復
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

〈
練
習
前
〉
糖
分
が
強
す
ぎ
ず
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
塩
分
な
ど
電
解
質
の
入
っ
た
飲
料

〈
練
習
中
〉
気
温
が
高
く
、水
分
を
優
先

さ
せ
た
い
場
合
は
、
糖
質
と
電
解
質
を
多

少
含
む
飲
料
、
長
時
間
の
運
動
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
充
実
さ
せ
た
い
場
合
は
、
糖
質･

電
解
質
を
多
く
含
む
飲
料

〈
練
習
後
〉
失
っ
た
水
分
を
補
給
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
塩
分
な
ど
の
電
解
質
や
た
ん

ぱ
く
質
の
入
っ
た
飲
料
。

運
動
終
了
直
後
に
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス

や
牛
乳
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ゼ
リ
ー
な
ど
の
糖

質
、た
ん
ぱ
く
質
を
同
時
に
摂
取
す
る
と

取
り
込
み
が
よ
く
、回
復
に
効
果
的
で
す
。

練
習
前
後
は
何
を
食
べ
れ
ば
い
い
の
？

補
食
は
、
3
食
で
は
と
り
き
れ
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素
を
満
た
す
た
め
の
食

事
で
、
練
習
の
前
後
に
お
に
ぎ
り
や
そ
う

健康
セミナー
50

自
分
で
作
っ
て
み
よ
う

経
口
補
水
液

「
経
口
補
水
液
」
は
水
と
電
解
質
（
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
）
を
素
早
く
補
給
で

き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
飲
料
で
、自
分
で

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
材
料
】

水
1
ℓ
・
砂
糖
40
ｇ
・
塩
3
ｇ

【
作
り
方
】

水
を
沸
騰
さ
せ
、
塩
、
砂
糖
を
入
れ
て
溶

か
す
。
溶
け
た
ら
冷
や
す
と
で
き
あ
が
り
。

注
意
！
―
経
口
補
水
液
を
飲
む
前
に

＊�

腸
閉
塞
、
意
識
障
害
、
ひ
ど
い
嘔
吐
、
お
腹

が
張
っ
て
い
る
な
ど
の
症
状
の
あ
る
時
は
絶

対
に
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

＊�

熱
中
症
が
重
度
な
場
合
は
、
身
体
を
冷
や
し

な
が
ら
、
病
院
で
受
診
し
ま
す
。

＊�

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
制
限
を
受
け
て
い

る
方
、
心
不
全
、
腎
不
全
の
方
は
医
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

に
試
合
の
な
い
日
な
ど
で
あ
れ
ば
O
K
で

す
。以

上
の
話
の
後
、小
学
生
数
名
が
西
能

病
院
内
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
で
、
決
め
ら
れ
た

条
件
で
買
い
物
を
し
、
そ
れ
を
み
ん
な
で

チェッ
ク
す
る
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。
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～ゆっくり・おだやかに～

ちょっと元気になる話

一
番
気
に
入
っ
て
い
る
の
が
、前
方
右
の
壺
。形
が
む
ず

か
し
い
の
が
、前
方
左

①

①

②

②

③

③

④

④

⑤

⑤

壺にはまった壺づくり
米田康男さんの趣味は、陶芸。還暦のころ、

「何かやると、楽しいよ」と、奥さまに勧められ
たのがきっかけでした。作品は主に壺ですが、形
も、大きさも、色もさまざま、その一つひとつに
愛着があります。
「正直、片手で作るのはたいへんですが、リ
ハビリのつもりです。厚みはだんだん薄く、軽く
なってますよ」とのことです。
米田さんは、46 歳のときに脳内出血で左半身

マヒとなりました。左利きだったので困りました
が、親が両利きに育ててくれたのが幸いしまし
た。しかし、言語に少し障害が残ってしまいまし
た。やがて仕事に復帰したものの、中間管理職
として働くには無理があり、55 歳で辞めました。
以来、「助けてもらった命」を大切に生きてきま
した。
その中で出会ったのが、陶芸でした。週 1回陶
芸工房「木火土」に通い、土をこねるところか
ら始めました。「形をイメージしても片手ではな
かなか意に任せませんが、その分うまくいったと
きの喜びはひとしおです」。素焼きして、釉薬を
掛けて仕上げの窯入れすると、自分を生かした神
の業を受け入れたように、「あとは火に任せて、
神の業を信じるしかない」と名人のような心持ち
にもなるそうです。
「最近は、もっと面白いもの、もっとむずかし
いものに挑戦したいと、明日が楽しみになりまし
た」と話される米田さんです。

西能みなみ病院患者　米田康男さん（66歳）自然を丸のみ、
フレッシュジュースをつくりましょう

みどり苑通所サービスでは、脱水予防と、効果的にリ
ハビリを行って頂くことを目的に、リハビリ前に生ジュース
を提供しています。利用者さんの目の前で管理栄養士が
作っているので、関心を持って飲んでいただいています。

当苑のジューサーは、野菜や果物を低速回転でカスと
果汁に分けます。低速回転で搾り出すと空気が混ざりにく
く、その分酸化が抑えられ、栄養素の破壊が非常に少な
くなります。また、熱も発生しにくいので熱によるビタミ
ン類の破壊も最小限に抑えられます。それにより、天然そ
のままの色と味、栄養を楽しむことができます。

現在は 5 つの機能を特長とする生ジュースを週一回、飲
んでいただいていますのでご紹介します。

①�バナナ＋ブルーベリー＋ヨーグルト⇒食物繊維・乳酸菌を多く

含む便秘改善ジュース

②�小松菜＋リンゴ＋レモン⇒植物性カルシウムの吸収率を高めた

骨粗鬆症予防ジュース

③リンゴ＋梨＋レモン⇒カリウムを多く含み、ナトリウムを対外に排

出する高血圧改善ジュース

④�セロリ＋オレンジ＋人参⇒ビタミン B1 を含み、エネルギーを効

率よく産生するジュース

⑤�トマト＋レモン⇒リコピン、ビタミン C を含みエネルギー産生時

に発生する活性酸素による体の酸化を防ぐジュース

ビタミン、ミネラルがいっぱい入ったフレッシュジュー
ス、お宅でもはじめてみませんか。
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感動を花束に託して伝える

ホクラニの演奏に合わせて、フラダンスを
踊る塚本沙代子さんと職員

麻田鷹司「五箇山雪里」

コ
ン
サ
ー
ト「
チ
ェ
ン
バ
ロ一音一会
」

北
海
道
か
ら
明
楽
み
ゆ
き
さ
ん
を
迎
え

美
し
い
チ
ェン
バ
ロ
の
音
色
に
耳
を
傾
け

て
く
れ
る
人
た
ち
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、

全
国
の
教
育
施
設
や
福
祉
・
高
齢
者
施
設

を
訪
れ
て
い
る
明あ

け

楽ら

み
ゆ
き
さ
ん
を
迎
え

て
、
8
月
21
日
、
西
能
み
な
み
病
院
で
演

奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
楽
さ
ん
は
あ

ま
り
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
チ
ェン
バ
ロ
を

持
参
、
楽
器
の
歴
史
の
話
も
さ
れ
、「
ア

ヴ
ェ・
マ
リ
ア
」
か
ら
「
こ
の
道
」
や
「
や

し
の
実
」、
近
年
の
「
涙
そ
う
そ
う
」
ま

で
を
繊
細
な
音
色
で
情
感
豊
か
に
演
奏
、

入
院
患
者
さ
ん
た
ち
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

「
86
歳
に
な
って
初
め
て
聞
い
た
音
で
、琴

の
よ
う
に
、
ピ
ア
ノ
の
よ
う
に
、
音
が
重
な

り
合
って
響
い
て
き
ま
し
た
。
懐
か
し
い
曲

ば
か
り
で
、
み
ん
な
で
『
故
郷
』
を
歌
う

頃
に
は
、
感
動
で
涙
が
で
ま
し
た
」
と
お

話
さ
れ
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。

 

納
涼
祭 

気
分
は
ハ
ワ
イ
！

み
ど
り
苑
に
ハ
ワ
イ
の
風

8
月
3
日
、
み
ど
り
苑
で
は
、
利
用
者

さ
ん
は
じ
め
、
ご
家
族
や
介
護
学
生
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

納
涼
祭
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
み
ど
り
苑
で
ア
ロハ
」
と
い
う
趣
向
で
、

利
用
者
さ
ん
は
レ
イ
を
掛
け
、職
員
は
ア
ロ

ハ
シ
ャ
ツ
を
着
用
。
ハワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
「
ホ

ク
ラ
ニ
」
に
よ
り
、「
月
の
夜
は
」
や
「
真

珠
貝
の
歌
」
な
ど
9
曲
が
演
奏
さ
れ
、
塚

本
沙
代
子
さ
ん
（
ア
ロ
ハ・
サ
ヨ
・
フ
ラ
ス

ク
ー
ル
代
表
）
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
始
ま
る
と

気
分
は
ハワ
イ
、
車
椅
子
で
いっ
し
ょ
に
フ
ラ

の
手
の
動
き
を

さ
れ
る
方
も
あ

り
ま
し
た
。

夜
店
や
模

擬
店
な
ど
も
あ

り
、
ハ
ワ
イ
ア
ン

フ
ー
ド
と
と
も

に
、「
東
日
本
復
興
応
援
屋
台
」
で
は
、

横
手
焼
そ
ば
が
人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

よ
さ
こ
い
で 

分
か
ち
あ
う
元
気

西
能
み
な
み
病
院
文
化
祭

西
能
み
な
み
病
院
で
は
、
9
月
14
日
、

「
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
作
品
展
や
、

「pure

雷
舞
（
ピ
ュ
ア
ラ
イ
ブ
）」
の
メ
ン

バ
ー
を
迎
え
て
よ
さ
こ
い
演
舞
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

pure

雷
舞
は
水
橋
を
拠
点
と
し
て
活

動
す
る
結
成
10
年
の
グ
ル
ー
プ
。
患
者
さ

ん
た
ち
か
ら
す
れ
ば
孫
・ひ
孫
の
よ
う
な
世

代
に
よ
る
躍
動
感
の
あ
る
踊
り
に
、
患
者

さ
ん
も
ス
タ
ッフ
も
大
き
な
感
動
を
も
ら
い

ま
し
た
。
最
後
は
、
ス
タ
ッ
フ
も
加
わ
って

の
よ
さ
こ
い
リ
ハ
ビ
リ
踊
り
。
患
者
さ
ん
に

は
テ
ン
ポ
が
少
し
速
す
ぎ
た
よ
う
で
す
が
、

鳴
子
を
手
に
リ
ズ
ム
を
取
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、ロ
ビ
ー

で
は
病
棟
や
作

業
療
法
で
製
作

さ
れ
た
作
品
が

展
示
さ
れ
、
不

自
由
な
手
で
編

ま
れ
た
ひ
ざ
掛
け
や
ち
ぎ
り
絵
、療
養
の
つ

れ
づ
れ
に
詠
ま
れ
た
短
歌
な
ど
に
ご
家
族

が
見
入
って
お
ら
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
製

作
の
ク
ラ
フ
ト
動
物
園
も
好
評
で
し
た
。

「
お
宝
拝
見
―
わ
が
社
の一品
」展

所
蔵
絵
画
が
水
墨
画
美
術
館
で
展
示

10
月
11
日
よ
り
11
月
24
日
ま
で
、
財
団

五
省
会
所
蔵
の
麻
田
鷹
司
画
伯
の
作
品
、

「
五
箇
山
雪
里
」
が
富
山
県
水
墨
画
美
術

館
で
展
示
さ
れ
ま
す
。
一
般
に
公
開
さ
れ

る
機
会
が
少
な
い
個
人
や
企
業
が
所
蔵
す

る
絵
画
が
、
お
宝
拝
見
と
い
う
こ
と
で
多

数
出
展
さ
れ
ま
す
。
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剱岳を背景にハイクアップ（2013年5月5日）
右が野原医師

一瞬も気が抜けない練習 大物をゲットして自然と緩む頬

毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
雪
の
上
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

山
の
上
で
は
、
下
界
で
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
自
分
自
身

ま
っ
た
く
自
覚
の
な
い
ま
ま
低
体
温
症
に
な
り
か
け
た
り
、遭
難
し
そ
う
な
人
を
助

け
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
、
野
外
で
の
救
急
法
を
学

ん
だ
ほ
う
が
良
い
と
考
え
、
二
年
前
、
野
外
救
急
法
の
コ
ー
ス
を
受
講
し
ま
し
た
。

山
奥
の
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
で
、
三
泊
四
日
の
合
宿
生
活
。
午
前
中
講
義
を

受
け
、
午
後
は
山
の
中
で
す
。
テ
キ
ス
ト
を
見
る
か
ぎ
り
、
J
P
T
E
C
（
日
本

救
急
医
学
会
公
認
の
病
院
前
外
傷
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
似
て
お
り
、
医
療
従
事

者
に
は
余
裕
の
内
容
。
し
か
し
、
状
況
が
普
通
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
没
が
迫
っ

て
い
る
と
か
、
土
砂
降
り
の
雨
の
中
と
か
、
過
酷
な
状
況
下
で
シ
ナ
リ
オ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
繰
り
返
し
ま
す
。
刻
々
と
変
化
す
る
自
然
環
境
、〈
ど
う
考
え
何
故
そ
の
選

択
を
す
る
の
か
？
〉、
常
に
自
分
の
頭
で
考
え
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

モ
ニ
タ
ー
も
な
く
検
査
も
で
き
な
い
状
況
下
、
傷
病
者
の
訴
え
を
聞
き
、
身
体
所

見
を
と
り
、
病
態
の
変
化
を
見
逃
さ
ず
悪
化
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
な
ど
、
患
者

へ
の
対
応
の
幅
も
広
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
の
室
堂
（
立
山
）、
学
生
と
お
ぼ
し
き
集
団
が
1
人
の
要
救
助
者

を
騎
馬
戦
状
態
で
搬
送
し
て
い
く
の
に

出
く
わ
し
ま
し
た
。
野
外
救
急
法
を
学

ん
だ
私
は
、〈
声
か
け
た
ほ
う
が
良
い
か

な
？
〉
と
思
っ
た
も
の
の
、〈
大
丈
夫
で

し
ょ
。
意
識
あ
る
し
〉
と
い
う
友
人
（
脳

外
科
医
）
の
一
言
に
妙
に
納
得
し
て
し
ま

い
、〈
b
e
s
t
な
方
法
は
、
○
○
し
て

△
△
〉
と
心
の
中
で
考
え
、
ご
無
事
を
祈

り
な
が
ら
登
山
を
続
け
た
の
で
し
た
。

野
外
救
急
法

西能病院麻酔科医長

野
の

原
はら

 明
あけ

美
み

（42歳）

得意
分野 麻酔

趣味 テニス　スキー

好物 焼きプリン

ハ
ー
ト
フ
ル
看
護
は
、

充
実
し
た
オ
フ
か
ら

西
能
病
院
看
護
師
　
成
瀬
　
貴
士

い
か
つ
い
体
格
に
小
麦
色
の
肌
。 

『
え
っ
…
！
看
護
師
さ
ん
な
の
？
』
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
手
術
室
と

い
う
環
境
に
十
数
年
身
を
置
い
て
き
た
、

れ
っ
き
と
し
た
看
護
師
で
す
。

手
術
室
看
護
師
と
い
え
ば
、
患
者
さ
ん

と
接
す
る
時
間
が
少
な
く
、
医
師
の
補

助
的
な
役
割
が
主
で
あ
る
イ
メ
ー
ジ
が
先

行
し
ま
す
が
、
接
す
る
時
間
が
短
い
か
ら

こ
そ
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
患
者
さ
ん
に

最
大
限
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

『
ハ
ー
ト
フ
ル
な
看
護
』
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。術

前
訪
問
に
伺
う
と「
ま
な
板
の
上
の

鯉
で
す
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

ち
ょっ
と
切
な
い
…
。私
は
毎
日
数
件
の
手

術
に
立
ち
会
って
い
ま
す
。
自
分
に
と
って

は
数
件
の
内
の
一
例
で
す
が
、
患
者
さ
ん

に
と
って
は
自
分
の
一
生
を
左
右
す
る
時

間
な
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
は
絶
対
に
忘
れ

て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

手
術
室
看
護
師
は
、
患
者
さ
ん
の
記
憶
に

は
残
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
、患
者
さ
ん
が
無
事
に
手
術
を
終
え
て

退
院
さ
れ
る
陰
に
は
自
分
た
ち
の
存
在

が
あ
る
、
と
思
え
る
こ
と
が
誇
り
で
す
。

日
頃
、
緊
張
感
に
満
ち
満
ち
た
職
場

で
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

オ
フ
の
時
間
帯
は
極
め
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の

た
め
に
始
め
た
「
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
柔
術
」

と
、自
然
を
肌
で
感
じ
る
「
海
（
魚
）
釣

り
」。
気
を
抜
け
な
い
心
身
の
鍛
錬
と
、

ゆ
っ
た
り
糸
を
垂
れ
て
の
ス
ト
レ
ス
解
消
、

こ
れ
ら
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
、
患
者
さ
ん

か
ら
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
看
護
の
源
と

な
って
い
ま
す
。

健
考
ク
ラ
ブ
で
は
、職
員
が
自
分
の
健
康
維
持

を
目
的
に
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
余
暇
活
動

な
ど
を
リ
レ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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大
会
実
行
委
員
長
と
し

て
あ
い
さ
つ
す
る
西
能

理
事
長

内　　科
整形外科／リハビリテーション科

石原　　元
浅野　　裕

森本　茂人
市村　和徳

石原　　元
浅野　　裕

石原　　元
浅野　　裕

石神 慶一郎
浅野　 　裕

石原　　元
市村　和徳

午前9：00～12：00

整形外科

リハビリテーション科

リウマチ科

TEL 076-422-1551 富山市高田71番地1
http://www.sainouhp.or.jp/

富山市秋ケ島145-1
http://www.sainouhp.or.jp/~minami/TEL 076-428-2373

平日診療（月～金） 休日診療（土・日・祝）
受付時間診療科

月 火 水 木 金 土 日・祝

月 火 水 木 金 土

山田　　均
橋口　　津

川口善治（9：00～）

松井祥子（～11：00）
森田弘之（11：00～）

森田　弘之

市村　和徳
信清　正典
青木　雅人

森田　弘之

森田　弘之

山田　　均
市村　和徳

堂後　隆彦

山田　　均
橋口　　津
堂後　隆彦
信清　正典
御旅屋宏史

森田　弘之

森田　弘之

増田　　明
［顔面・眼瞼痙攣］

信清正典（4：00～）
仲井間憲成
青木　雅人
御旅屋宏史

信清　正典

山田　　均
橋口　　津
仲井間憲成

森田　弘之

森田　弘之

山田　　均
堂後　隆彦
御旅屋宏史

橋口　　津

山田　　均
信清　正典

御旅屋宏史（10：00～）

大黒　正志

芦澤　信之

信清　正典
青木　雅人
堂後　隆彦

交替制

交替制
山田　　均
市村　和徳
青木　雅人

青木　雅人

山田　　均
市村　和徳
松下　　功

松下　　功

松下　　功

橋口　　津
御旅屋宏史
市村　和徳
新井　　学
西能　　健

平日
午前8：30～11：30
休日
午前8：30～11：30

平日
午前8：30～11：30
平日
午後3：00～5：00
平日（予約制）
午前9：30～11：30

平日
午後3：00～5：00
休日
午後1：30～4：30

平日（完全予約制）
午後5：00～6：30

平日
午後2：00～6：00

内　　科

麻酔科

平日診療（月～金）
受付時間診療科

月 火 水 木 金

予約専用ダイヤル
受付時間　月曜～金曜　8：30～12：00／1：30～5：00

受診前日までにお電話ください

整形外科診察予約
外来診察室直通

再診の方のみご利用ください。
初診の方は直接ご来院ください。076-422-1552

リハビリ再診予約
リハビリ治療室直通

物療リハビリ（消炎鎮痛処置）の患者さんは
予約対応できません。076-422-1553

TEL 076-422-2211 富山市高田70番地
http://www.sainouhp.or.jp/

TEL 076-428-5565 富山市秋ケ島146-1
http://www.sainouhp.or.jp/~midori/介護老人保健施設

ボランティア募集　月・火・木・金の午前・午後
入浴後のドライヤーかけ／利用者様の活動サポート／話相手

●入所サービス
●ショートステイ

●デイケア（通所リハビリテーション）
●居宅介護支援事業所

午前8：30～11：30
運動療法・物理療法

午後3：00～5：00
運動療法・物理療法

午前8：30～11：30
運動・物理療法

午後1：30～4：30
運動・物理療法

午後5：00～6：30
運動療法のみ

★都合により変更になる場
合があります。
★当院ホームページ上の
「外来担当医師週間スケ
ジュール」にて、医師の休
診・代診などの情報がご
覧いただけます。最新情
報をご確認ください。
★通院無料バスの詳細は
ホームページ、または受
付でおたずねください。

は交替制です

西能みなみ病院巡回バス

西能みなみ病院では、外来のみなさま
に2コースで無料バスを運行しており
ます。ご利用ください。
新保地区コース（月・水 ･木）
8：30発　富山刑務所・健康パーク経由
熊野地区コース（月・水 ･木）
9：20発　熊野公民館・誓教寺経由

※事前に連絡をいただければ、停留所以外
でもご指定の場所に停車します。

■消防操法大会　報告
8月 29日、富山県広域消防防災セ
ンターにおいて、第8回消防操法大
会が開催されました。五省会から屋
内消火栓の部で男女1チームずつ、
消火器の部で男女 1名ずつが参加
し、消火器女子の部で入賞しました。

■物故者法要
8月 13日、西能みなみ病院におい
て物故者法要を営み、この1年にお
亡くなりになられた方々のご冥福を
お祈りしました。

■高隆卯月杯　ベスト4 ならず
西能ベースボールクラブは、「高隆
卯月杯野球大会」に出場、8月25
日の初戦をみごと快勝しましたが、
準々決勝で敗退しました。応援あり
がとうございました。
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